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大型 CNGトラックによる
都市間輸送の1専来像

株式会ネLエコトラ

<なぜ大型天然ガス車なのか>
まず、なぜ大型トラックをllt公害車にしていく,Zヽ要がある

のかと言いますと、ド図の通り、IΠ内物流の91;」はトラックであ

り、そのうち約7書」が大り:|トラツクです、要は、この部分での需

要が見j△まれるということです.

国内輸送分担率

そしてなぜ天然ガス車なのかと言いますと、実際に人然ガ

スの大型トランクしかないのです 電気自」lJ事 (EV)もハイブ

リンドも、この人型トラックの分野では、計11できない、作ることも

出来ないのです お金をか|すれlま作れるというのは天然ガス

自動車だけです。

大型トラックはなぜCNG車だけなのか

次にC02の削減です.排出係数のデータを比較しても絶

対的に大然ガスが有利です。天然ガス自動車はもともと排
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ガスがきれいですから、後処ll装置が非liに簡単で済教ま

す ,そしてもう一点、燃料代動向です.原油はどんどん Lが

り、LNGは ドがっており、ガスとガソリンの価格差は現状引」い

てきています。井がF.lいていくとなれば、やはり]高い燃+1より

安いl・・料をltうほうがTIいのは■うまでもありません。とくに

我 運々送事業者にとっては非常に切実な問題です

<車両製作>

llt公害市の必要性から、工Iもり|:常に完成度の高い実験

車両としての大型の人然ガス自動J:を作りましたが、市RJ4化

ができないということで、我 は々その中を参考にして、大lЧト

ラック「ビエラ8Jを独自に作りました。大きな荷室を確保する

「ビエラ号」

剌本概■   l飾×2 5 mX3 7m
車両重量  約 12t
車両総重量 約 25t
最大積載量 約 13t

CllG容器 715L(143パ )

ために、近年 i:流の低床411タイプのウイング車です ,左右

に充填口をつけております これは天然ガス自動車のすごく

有利なところです :

そして次の上「 は、ISUZU車両で製作しました。
エンジン技

lfで定言TのあるHKSさんにもエンジンの製造に参カロしてい

ただきましたが、納期の関係でNOx値がやや高い状況で

す。そこで、更に良い中を作りたいという思いがあって、現在

5号車を作っております.

今 |」は更に色々手を加えて、ターボや触媒も違うものに変

えていこうと言うことで、1分時間をかけてセッティングし、で

ISUZU車両

到棚 寸  1飾 ×25m× 3師
車両重量  約 114t
車両総重量 約 25t
最大積載量 約 135t

CllG塔器 721L u“ 甫)
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きればポスト新長期の半分ぐらいの数値を目指したいという

意気込みで頑張っています。当社は単に車を発注するとい

う立場ではなく、本当にいい車を作って普及に貢献したいと

いう思いから、とことん開発に伺き合っています。そしてこうい

う活動こそが私どもの存在意義だと思って真貪」に取り組ん

でいます。

<大型CNGによる都市間輸送の将来像>
大型トラックでの都市間輸送は、大量の lll・料をltいます

が、この輸送の燃料にツト気ガスがきれいな天然ガスにしたら

環境に対し一番効果的ではないかと考えておりました。

また、この大型CNGトラックの都市間輸送には有利な点が

3つ、「高速道路で顕著に伸びる燃費J、「膨大な燃料の使

用量と燃料代のコスト削減」、そして「タンクのスペースJがあ

ります。

まず、燃費についてですが、私どもの大型CNGトランクを

lヵ月ほど同じクラスの13トン積み大型ディーゼルトラックと並

走させて燃費を比較したデータ(下表)をみると、地場配送よ

りも中距離走行時の方が燃費差が縮みました。実際は高i基

を走ると燃費差は出なくなります。

大型トラック燃費比較 (km/耐 ,L)

CNG車 ディーゼル 対ディーゼル比

地場配送 223 237 -6%

中距離 360 376 -4%

また、2トン市でテストした燃費データ(下表)を見てみても、

街中ではディーゼル車が勝ちますが、高速道路になると単

純な燃費までCNG車が勝りました。高速道路だけ勝負すれ

ば、天然ガス自動車は燃費負けしないのです。

2tトラック燃費比較 (km/市 ,L)

平均燃費 CNG車 新型ディーゼル 旧型ディーゼル

長距離 873 820 839
地場配送 709 787 796

次に燃料代のコスト削減についてですが、燃料費比率も、

大型の都市問輸送の場合、売上げに占める燃料代の比率

が大きく、およそ20～30%です。ところが大型CNG車でみると

燃料代が明らかに安い。おそらく大型の都市間輸送を使え

ば年間で100万円～200万円、現状の価格差で燃料代が浮

きます。燃ll費の節減は運送会社にとって純益に直結しま

すから、大型の天然ガス車を作っても2～ 3年で投資資金が

回収できてしまうという現実があります。

そして都市間輸送に十分な航続距離を確保できるタンク

のスペースです。従来CNG車は、航続距離の短さから、長

距AIFが中心の大型車には不適格としてあまり考慮されませ
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んでした。しかし、発想を転換して考えてみれば、大きな燃料

タンクを積むことさえできたら航続距離はいくらでも延ばせま

す。大型トラックであれば、大きな車体を持ち、高い地上高を

持つのでスペース的にはかなりのタンクを収容可能です。

大型CNGトラックは、現状でも3軸車両であれば限界200

11i位は積め、最長1,000kmの走行も不可能ではないと思って

います。これも天然ガスの大型トラックが長距離にも対応でき

るという証 llllになると思います。

そして、最終的に大型CNGトラックによる都市間輸送の未

来像というものを考えた場合、関西と関東のハブ拠点にそれ

ぞれ大規模な天然ガススタンドを作ります。そしてハブ拠点

間の車をごっそりCNG車に換えてしまうのです。そうするとこ

のスタンド自体も採算が合います。そして世界で一番モノが

動いているこの部分をCNG車に換えるということは、当然な

がらCO]削 減、環境負荷低減、エネルギー代替、どれをとって

も最大限の効果が出ると思っています。

大型CNGトラックによる都市間輸送の未来像

こういうことを国を挙げて真貪」にビジョンを描いて考えて欲

しいのです。

実際の導入にあたっては、現実には改造費が1,000万円前

後で補助金が約600万円出ますので、実質負担は400万円

ですこそして改造車ですので、ベース車両のメーカー保証は

なくなります。ただ、我々はこの天然ガス自動車の導入によっ

て、絶対的な営業効果があったと思っています。

<昨今のNGVの状況について>
昨今のNGVの状況をみると、必要性が感じられない、新

聞の低公害車の特集に取りLげられない、話題はEV一色、

CNG車両メーカーの撤退という状況です。また、この前の行

政事業レビューでは経産省の補助金が一部打ち切られる

見込みとなりました。

ここで今一度CNG車がなぜ必要とされていたか再検証し

てみたいと思います。エネルギーセキュリテイ、C02削減、そし

て環境性能。これを考えてみます。



まずエネルギーセキュリテイ。日本のエネルギー政策は国

の根幹にかかわる問題です。ガスは安定的に安価で採れて

いるという現状があり、エネルギーのガスシフトは世界的な流

れで、エネルギーセキュリティの上でも特に重要と思います。

この意味において天然ガス自動車の必要性が減っていると

は思えません。

次にC02の削減。エネルギー組成の問題から絶対的に

天然ガスはC02で有利です。この意味でも天然ガス自動車

の必要性は変わっていません。そして環境性能です。PMゼ

ロ、SOxゼロ、NOx大幅削減。確かにデイーゼルも良くなりま

したが、天然ガス自動車が負けているものは何一つないの

です。EVやハイブリッドが今話題になっていますが、EVはま

だまだ実用的なものとは言えませんし、ましてや貨物車は作

れません。ハイブ
'リ
ッドもまともなトラックはまだ出ていません。

天然ガス自動車の必要性

天然ガス自動車の必要性が何一つ無くなっていないので

あれば、普及させることは正義であるし、我々の責務であると

思っています。普及をすることによってガスシフトを促す。ガス

シフトを促すということはエネルギー基本政策にも明記され

ている日本の国益です。

商売だけではなく、日本のために天然ガス自動車は必要

という想いがあったからこそ普及が進んできたのではないで

しょうか。しかしながら、Eヽ とハイブ]ルドの嵐の中で天然ガス

自動車の火は消えかけています :もしここで完全に消してし

まったら、今後の普及は見込めません:

天然ガス自動車の普及は日本の国益

輔鱚; 側i鵠 lょぅ{槻削減
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ひとつ になつたものはない !

その中にあって天然ガス車が最も強みを発揮できるのが、

EVもハイブリッドも絶対に進出することの出来ない大型CNG

トラックの分野だと思っています。それにはlll売の出来る大

型トラック車両が実際に存在する必要があります。その車両

を作るためにも、色々なことを試し、実験できるベース車両が

絶対に必要です。それに使っていただこうと思い、無理して

仕事はないのに今回の車を購入しました。社内的には「私が

フェラーリでも買ったと思え」という話をしています。

<おわりに>
最後に私が皆さんに訴えたいのが、日本の天然ガス自動

車も国際標準へということです。

なぜ日本だけが天然ガス自動車の普及が衰退している

のでしようか。海外はすごい勢いで増えています。最大の原

因は、日本の天然ガス車の価格が非常に高いからです。こ

の原因は、日本の高l■ガス関係の規制が非常に厳しいため

に、日本だけ高価な部品を使わなければならないためと問い

ています。

この部分を改善しない限り、いつまでたっても高い車のま

まです。高い車になるということは、いつまでたっても補助金

なしではやっていけないということです。補助金にいつまでも

頼っているようでは絶対に普及はあり得ません。この部分の

改正をなんとか行って、そして世界標準の基準に変えていく

ことにより、日本の天然ガス自動車も海外並みに安く作れる

ようにすると可時に、海タトの優れた部品とか実績のあるヨー

ロッパのNGVを直接日本に輸入して、市場を活性化すること

が今一番大事なことではないかと思っています。

いつまでも日本でしか通用しない、しかも根拠が曖味な規

制のままでやっている。燃料タンクの耐圧規格などはその最

たるものではないでしようか。こういう部分を変えようとしない

のは、我々の怠慢だと正直思っています。本当の問題の部

分に日をつぶって普及を進めるということはある意味で罪悪

であり、このままでは昔労される方を増やすだけです。どうか

この部分の改正を真剣に考えていってもらえないでしょうか。

石油との燃料価格差が開いていくという現状がある限り、

必ずガス燃料が脚光を浴びる日がまた来ます。その時に天

然ガス自動車を絶やしてしまっていては遅いのです。誰かが

開かないと道は開きません。我 で々開けようじやないですか。

私は天然ガス自動車を何とか一本立ちできる一人前のもの

に変えていきたいと本当に思っています。何とか皆さんのご

協力をお願いいたします。今日はこういう機会を与えていた

だきまして本当にありがとうございました。
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